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あらまし：プロジェクト・ベースド・ラーニング(以下 PjBL)は何らかの問題に対して解決を目指すプ 

ロジェクト活動に参加する学生が、問題発見、解決の手順を自ら体験しながら学んでいくものである。

しかし、このような PjBL を運営していくに当たり、その支障となるいくつかの問題点も存在する。そ

の中でも代表的なものは、「プロジェクト活動は往々にして課外活動で行われることが多く、教職員ら

がそれらの内容を具体的に把握することが困難」ということである。我々は GW, SNS, LMS を有機的

に連携させて PjBL の支援を可能にするシステムを、オープンソースソフトウェアをベースに構築した。

現在ほぼ全ての大学生が携帯電話を所持しており、これらを用いたコミュニケーションが彼らの間で日

常的に行われていることから、本システムは携帯電話からの利用も念頭に置いている。 
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1. はじめに 

 プロジェクト・ベースド・ラーニング(以下 PjBL)

は何らかの問題に対して解決を目指すプロジェクト

活動に参加する学生が、問題発見、解決の手順を自

ら体験しながら学んでいくものであり、単なる知識

の習得のみならず、学生の実践的な問題発見・解決

能力を磨き、更にプロジェクトメンバーとの協調性

やコミュニケーション能力も培われるため、このよ

うな試みを行う大学が現在増えつつある。 

しかし、PjBLを運営していくに当たり、その支障

となるいくつかの問題点も存在している(1)。その代

表的なものは、「プロジェクト活動は往々にして課外

活動で行われることが多く、教職員らがそれらの内

容を具体的に把握することが困難」ということであ

る。現在本学では、課外の時間であっても学生のミ

ーティングに教職員が立ち会うという形で参加し、

状況把握をしているが、多忙な教職員はなかなかそ

の時間を確保することができない。しかし、プロジ

ェクトを単なるサークル活動ではなく教育の一環と

みなすとすればどうしても学生の成長やスキルの向

上の様子を評価する必要がある。 

PjBLに LMS (Learning Management System)を導入

すれば、プロジェクトメンバーの学習状況をある程

度把握することは出来る。しかし、一般的に LMS

には、PjBLに必要であるプロジェクトメンバーの円

滑なコミュニケーションを促進するような機能や、

プロジェクトの進捗を管理するような機能は無い。

プロジェクトの運営に関連する機能を提供している

システムは GW（グループウェア）であり、コミュ

ニケーション促進に最も適しているシステムは SNS

である。従って我々は、GW, SNS, LMSを有機的に

連携させたシステムが、PjBLの支援に最適なものと

なるのではないか、と考えた。 

 IT を導入することで PjBL を向上させる同様の

研究は既にいくつかの例(2,3)があるが、本システムの

特徴は、世界で最も利用されているオープンソース

のLMSであるMoodleをLMSに採用し、また、SNS、

GW についてもオープンソースのものを使用するこ

とで、多くの教育機関にとって導入しやすくなって

いる、という点である。また、現在ほぼ全ての大学

生が携帯電話を所持しており、これらを用いたコミ

ュニケーションが彼らの間で日常的に行われている

ことから、本システムは携帯電話からの利用も念頭

に置いている。 

 

2. システムの構成 

本システムは主に次の 3つのWebアプリケーショ

ンによって構成されている。 

Moodle(LMS): http://moodle.org 

OpenPNE(SNS) : http://openpne.jp 

EGroupWare(GW):http://www.egroupware.org/ 

これら３つの Web アプリケーションはいずれも

オープンソースソフトウェアであり、容易に導入が

可能である。 

図１に本システムの概要を示す。本システムで最

も重要なポイントは LMS、SNS、GWの有機的な連

携である。 
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LMS は SNS と GW からプロジェクトメンバーの

学生の活動状況を取得し、それにより教員はそれら

を LMS 上で一元管理し、各メンバーの成績を評価

することが可能になる。SNSは、プロジェクトメン

バーのコミュニティを提供すると共に、学習評価の

対象としても扱われる。 

 
図１ システムの概要 

 

例えばメンバーの日記は活動日報とみなすことが

でき、コミュニティに書きこまれた学生の投稿も評

価の対象にすることができる。GW は主にプロジェ

クト管理機能を提供し、ログに記録されたプロジェ

クトに対するメンバーの貢献度も評価の対象とする

ことが可能である。 

各アプリケーションを利用するだけであれば、多

少面倒になるが、それぞれのアプリケーション毎に

ログインすることで使用は可能であるが、有機的連

携を実現するには、各アプリケーションのアカウン

トの共有およびシングルサインオンの実現が必須と

なる。 

 

2.1 シングルサインオン(SSO) 

複数のシステムにまたがるシングルサインオン

(SSO)環境では、ユーザーがいずれか１つのシステム

にログインすると他の全てのシステムもログイン状

態になる。何度もログイン手順を踏まなくてもよく

なるのでユーザビリティは向上するが、その反面、

非常に厳格なセキュリティが要求される。 

本システムでは、SSO プラットフォームとして

CAS(http://www.jasig.org/cas)を選択し、各アプリケー

ションに CAS との連携が可能なように設定および

カスタマイズを施した。 

 

2.2 ソフトウェアの連携 

本システムでは GW、SNS上の活動情報をMoodle

上で表示するために RSS 機能を利用することとし

た。EGroupWareと OpenPNEから配信された RSSを

Moodleで読み込み、表示させることにより、Moodle

から EGroupWare、OpenPNE の活動情報を確認する

ことが出来る。 

 

2.3 携帯電話からのアクセス 

日本ではほぼ全ての短大生、大学生が携帯電話を

所持しているため、彼らは携帯電話を用いてWebに

アクセスすることが日常的になっている。そこで、

PC だけでなく携帯電話からもアクセスが可能にな

れば本システムの利便性が更に向上すると思われる。 

今回は今後主流となるであろうスマートフォンを

取り上げることとした。スマートフォンならば現状

のままでも全てのアプリケーションの画面を表示す

ることは出来るが、最適化されておらず使いづらい

部分があったため、Moodleのスマートフォン向けテ

ーマ(http://mymobile.stabinger.us/)、OpenPNE 向けの

テーマ (http://lqd.jp/csstouch_openpne.html)をそれぞ

れ適用し図２のように表示を改めた。 

 
図２ スマートフォン向け表示 

 

EgroupWareに関しては、スマートフォン向けのテ

ーマが存在していなかったため、独自でカスタマイ

ズを行ったが、モジュール毎に別々にテーマが設定

されており、全てをスマートフォン向けに対応させ

ることは難しかったため、頻繁に使われるカレンダ

ー機能についてのみ対応を行った。 

 

3. おわりに 

本研究では、PjBLを管理するために最適なシステ

ムの提案を行った。本システムの特色は、LMS、SNS、

GWの有機的な連携である。本システムにより、PjBL

の円滑な運営と、適切な教育的評価が可能になり、

PjBL の新たな可能性が開かれることが期待できる。

今後はこのシステムの実運用を行い、教育効果の検

証を行っていきたいと考えている。 
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